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日本行動計量学会第36回大会報告

成蹊大学 岩崎 学

2008年 9月 2日（火）から 5日（金）ま
での 4日間、日本行動計量学会第 36回大会
を成蹊大学にて開催しました。成蹊大学は東

京都武蔵野市に位置し、最寄りの駅は「若者

の街」吉祥寺です。経済、法、文、理工の 4
学部および大学院をひとつのキャンパス内

に持つ大学で、文理融合を標榜する行動計量

学会の開催には相応しい大学だったのでは

ないかと自負しています。学会の運営および

研究発表には各学部の教員が協力しました。

大会初日の9月2日には運営委員会主催の
チュートリアルセミナーが開催され、87名の
参加者を得ました。午前中は実際に各自の

PC を用いた実習を含んだテーマ、午後はイ
ンターネットを活用した講演と、共に ICT技
術を駆使した内容でした。セミナーを企画さ

れました芳賀真誉美さんをはじめとする運

営委員の皆さん有難うございました。

9月 3日から 5日までの大会では、学会創
立 35周年記念の 2つのシンポジウムをはじ
めとする 15の特別セッションおよび 9つの
一般セッションが実施されました。総講演数

は 136を数え、大会参加者は 366名でした。
セッションオーガナイザーの皆さん、快く座

長をお引き受けいただきセッションの進行

にご尽力された方々に深く感謝します。4 日
夜に成蹊大学の一番高い場所（10号館12階）
で開催された懇親会には 72 名の方にご参加
いただきました。懇親会のアトラクションと

して成蹊大学の誇るチアリーダーDelphis に
よるチアリーディングの演技を用意しまし

た。学会懇親会でのチアリーディングなどの

アトラクションはこれまで見たことがなか

ったので若干の不安を感じていましたが、参

加者の皆さんには大変好評だったようで、仕

掛け人としては胸をなでおろしています。

今回の大会の目玉は学会創立 35 周年記念
行事で、9月 4日の午後に「行動計量学的ア
プローチとは何か」、「社会調査の現状と課

題」の 2 つのシンポジウムを行ないました。
どちらも予定時間を超過しての話題提供お

よびディスカッションが行なわれ、運営する

側としては冷や冷や物でしたが、充実したシ

ンポジウムではなかったかと思います。企画

をご担当された林文さんをはじめとする関

係各位には深く御礼申し上げます。

今回の研究発表では、セッションでの講演

時間を知らせるベルを各講演会場に置きま

せんでした。私自身がベルは好きでないこと、

および時間の管理は講演者(＋座長)の責任と
いう考えからでした。如何でしたでしょうか。

最後になりましたが、学会運営にご協力い

ただいた多くの方々及び賛助金をお寄せい

ただいた各企業の皆さんに感謝すると共に、

次回開催校の大分大学でまた皆さんにお会

いできますことを楽しみにしています。

（いわさき まなぶ 第36回大会実行委員長）
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学会賞受賞者より
9月4日に成蹊大学で開催された第36回学会総会に

おいて、学会賞の授賞式が行われ、林知己夫賞(功績賞)

は杉山明子会員に、林知己夫賞(優秀賞)は星野崇宏会

員に、肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)は岡田謙介会員

と松本渉会員に授与されました。

林知己夫賞(功績賞)を受賞して 杉山明子
このたび、はからずも日本行動計量学会総会(’08)で

林知己夫賞(功績賞)を頂き、たいへん光栄に思ってお

ります。思い起こせば、初めての研究論文「数量化理

論の適用による聴取者層の分析」(‘60)は、林知己夫先

生のご指導によるものでした。その後、お誘いを受け、

行動計量学シンポジウム(’69-‘72)、つづく日本行動計

量学会の発足(‘73)に参画いたしました。

半世紀近く、世論調査の実施現場に足を置く身で、

調査方法の研究に関心を持ち続けられたのも、この学

会があってのことです。「数量化理論」「多次元尺度解

析」「社会調査法」などのシンポジウムや研究会を通じ

ての多くの方々との交流は、知的好奇心を刺激する楽

しい場でした。

最近纏められた「日本行動計量学会 35 年記念誌」

(‘08)を眺めていますと、ともに過ごした方々との時間

を懐かしく思い出しました。行間から見えるのは、研

究合宿をした蔵王の雪景色や伊豆の海、その夜のクイ

ズ･ゲームで、さらにフルート・ホルンやオルガンの音

色も聞こえてきました。

最近、世論調査は調査環境の悪化を理由に変貌し、

その精度の低下は目を覆うものがあります。ランダム

サンプリングから逸脱した調査法では、当たるも八卦

当たらぬも八卦で、世論調査の信用は失われてきてい

るのが事実です。統計学・行動計量学の立場から、精

度の高い調査を、いかに計画し、どう実施するかが大

問題です。

林先生の 7 回忌に当たり、有志たちと西多摩山中に

墓参をし、「35年記念誌」刊行の報告をし、あわせて「功

績賞」受賞のお礼を申し上げ、引き続き調査法の研究

をすることを誓って参りました。

林知己夫賞(優秀賞)を受賞して 星野崇宏
この度日本行動計量学会第36回大会において、林知

己夫賞(優秀賞)を受賞したことを大変光栄に存じます。

今回の受賞はこれまでの私の研究業績に対しての評価

というよりは、今後の研究に対する期待、そしてさら

に努力せよとの叱咤激励であると思います。ご期待に

応えるべく、今後さらに研究に精進していきたいと思

っております。

思い返せば修士 1 年で初めての学会発表をさせて頂

いた本学会大会で、がちがちに緊張し発表を終えた後、

座長を務めておられた大津起夫先生や吉野諒三先生に

思いがけず激励の言葉を頂いたことは、以後の研究を

進める上で大きな自信になりました。その後も本学会

に参加・発表させて頂き、様々な分野の方々と交流・

議論が出来たこと、行動科学や社会科学での実際の研

究課題に数多く触れたことが、現在取り組んでいる社

会科学における統計的因果推論や選択バイアスの問題、

潜在変数モデル、意思決定科学等の研究につながって

います。

また、現在私は経済学研究科においてマーケティン

グサイエンスと統計学の研究教育に従事しております

が、そもそもマーケティング分野で研究を行うように

なったのも、芳賀麻誉美先生が主催されていた本学会

の研究会（好みの計量研究会）への参加、そこで鈴木

督久先生に声を掛けて頂いたこと、「行動計量学」での

拙論文をお読み頂き、声を掛けて頂いた木戸茂先生・

森本栄一先生との共同研究に端を発します。

このように、本学会無しには現在の私は無かったと

いっても過言ではありません。本学会の発展に尽力さ

れた諸先輩方には心から敬意と感謝の意を表すると共

に、今後行動計量学分野を志す学生さんが生き生きと

チャレンジングな研究を行えるように、微力ながらも

本学会の更なる発展に寄与できればと考えております。

最後になりますが、大学院での指導教官として研究

内容だけではなく研究者としてのあり方を教えて下さ

った繁桝算男先生、学部時代から御指導くださった南

風原朝和先生、博士論文執筆以来御指導くださった倉

田博史先生、私の最初の就職先であり、統計科学の数

理のみならず応用の観点を含め様々なご助言をくださ

った統計数理研究所の諸先生方、そしてこのような栄

誉を与えてくださった行動計量学会の皆様に深く感謝

申し上げます。

肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して

岡田謙介
このような賞をいただきまして、大きな驚きと喜び

を感じております。行動計量学会では毎年多くの優れ

た研究成果が発表されているにも関わらず、私のよう

な者が賞をいただいてよいのだろうかという思いがあ

ります。

現在私は博士論文の執筆中であり、論文を読む機会

が多くあります。コンピュータのなかった時代を想像

するのが難しい私は、数多くの膨大な手計算の結果や

精密な図表、美しい証明の掲載された先人たちの成果

に驚きと感嘆を禁じえません。行動計量学、およびそ

の基礎となる統計学を今日のような体系にまで作って

こられた先人たちの偉業に、ただただ頭が下がる思い

です。

しかし、研究環境に恵まれた現代の私は、この体系

をよりよくしていくことができなければおかしいはず

です。これを心の糧とさせていただき、これからの研
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究活動に一層奮起して取り組みたいと考えております。

この場をお借りして、卒業研究以来一貫して研究の

イロハをご教えてくださっている指導教官の繁桝算男

先生、私をこの世界に導き様々な研究の構想を与えて

くださった繁桝研の先輩・星野崇宏先生に感謝申し上

げます。また、充実した研究生活を送るための公私両

面での支えとなっている研究室の皆様方、学会や研究

会などで大変お世話になっている本学会の先輩方に心

から感謝を申し上げます。私は人生を通して、先生方・

先輩方・同僚に本当に恵まれたと常々感じております。

皆様どうもありがとうございました。

肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して

松本 渉
このたび、日本行動計量学会第36回大会において、

肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を賜りまして、まこと

にありがとうございます。これまでの本学会での研究

活動は、『行動計量学』誌に論文を一本掲載させて頂い

たほかは、毎年の学会大会で発表しているだけでした

ので、自分では、賞を頂けるほどの立派なことをした

というには、まだまだと思っておりました。このたび

の受賞は望外の喜びというほかありません。

受賞を機に本学会と私との関わりというものが思

い起こされます。印象深いのは、初めて学会発表を行

った甲子園大学での第29回大会に参加したときのこと

です。駅からどうやって会場に行けばよいのやらとま

ごまごしていると、たまたま通りかかった木村通治先

生が親切にもお声をかけてくださり、タクシーで会場

まで一緒に連れて行って下さいました。また、その大

会では参加者全員がくじびきに参加することになって

いて、選ばれた何名かは宝塚歌劇にご招待という何と

も豪華な特典がついていたのですが、なんと初参加の

私があたりくじをひきあててしまいました。私の人生

初の学会発表は、それ自体は今思い出すと顔から火が

出るような恥ずかしいものでしたが、親切と幸運に恵

まれた、何とも温かい大会参加だったのです。

おかげさまでというべきでしょうか。初発表の大会

参加から良い印象を持つことができた本学会において

は、その後の大会には毎年欠かさず参加し、発表して

きています。現在10近くの学術団体に加入しています

が、皆勤賞を頂ける資格があるのは本学会だけです。

「奨励」というのは、これまでの皆勤の労を認めるか

ら今後も努力せよという励ましの意味なのかもしれま

せんが、ここに至る原動力というものは不思議な縁に

支えられていた感じもします。

現在、私は統計数理研究所において国民性調査や国

際比較調査をはじめとする各種調査の研究に従事して

おります。昨年度からは、自らも全国規模の国際比較

調査を企画するようになりました。吉野諒三先生をは

じめ諸先生方によるご指導の賜物と言えますが、それ

以前、大学院時代での指導教官である松原望先生の統

計教育によって培われたものを忘れてはならないでし

ょう。今日行動計量の分野で活動するようになったの

は、師の影響が大きいと言えます。また、様々な調査

研究に本格的に従事するようになったのは、統計数理

研究所に勤め始めてからかもしれませんが、大学院生

の時に、調査票の設計について最初にご指導下さった

のは高橋伸夫先生でした。このたびの受賞のみならず、

今日の私があるのは、多くの人々のご指導とご支援の

おかげというほかありません。

この場をお借りして、これまでご指導とご支援を賜

りました皆々様に改めて御礼申し上げるとともに、こ

のような栄誉を与えてくださった行動計量学会の皆様

に深く感謝申し上げます。

運営委員会より

第93回行動計量シンポジウムのお知らせ
以下の要領で第93回行動計量シンポジウムを開催い

たします。多数の方々のご参加をお待ちしております。

日 時：2008年12月13日(土)4:30PM-6:00PM

場 所：多摩大学品川ルネッサンスセンター

http://renaissance.tama.ac.jp/access/index.html

題目：Area Biplots

発表者：Michel van de Velden (Erasmus University

Rotterdam)

(joint with John C. Gower and Patrick J. F. Groenen)

オーガナイザー：岡太彬訓，山口和範，今泉忠

参加費無料

対象は研究者，大学院生，学部学生，実務家です。

問い合わせ先：岡太彬訓 okada@tama.ac.jp
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日本行動計量学会第 12 回春の合宿セミナーのご

案内
第12回春の合宿セミナーを下記の要領で開催いたし

ます。「統計ソフトウェア実習コース」と「データ解析

講習コース」の２コース制をとります。参加者には申

込時にいずれかのコースを選択して頂きます。今回は、

学会発表未経験者(または経験の浅い人)を対象とした

「学生セッション」を企画しました。受付可能件数は

10 件と少数ですが、積極的にお申し込みください。ま

た、１日目の夜の懇親会への積極的なご参加もお待ち

しております。

「合宿」セミナーと銘打っておりますが、残念なが

ら適当な施設が見当たらず、宿泊につきましては各自

でご用意下さいますようお願いいたします。各講演の

概要等につきましては準備でき次第、下記 URL にてお

知らせしますので、随時ご確認ください。

URL：http://web.me.com/osamu_ys/BSJ_SS2009/

Welcome.html

日時：2009年3月16日(月)10:00～17:30，

17日(火)10:00～12:00

場所：長崎大学文教キャンパス(長崎市文教町1-14)

情報メディア基盤センター(A会場)

総合教育研究棟(B,C会場)

プログラム

A会場「統計ソフトウェア実習コース」（定員50名）

1日目

10:00-12:00 R入門(１)

大津起夫 先生(大学入試センター)

13:00-15:00 R入門(２)大津起夫 先生

15:30-17:30 学生セッション(B,C会場へ移動)

18:00-20:00 懇親会

2日目

10:00-12:00 R入門(３)大津起夫 先生

B会場「データ解析講習コース」

1日目

10:00-12:00 医療系分野における統計分析の基礎

西川浩昭 先生(日本赤十字看護大学)

13:00-15:00 傾向スコア補正法(仮)

星野崇宏 先生(名古屋大学)

15:30-17:30 学生セッション(5件)

18:00-20:00 懇親会

2日目

10:00-12:00 生命表解析とロジスティック回帰分

析入門

松井研一 先生(シミック株式会社)

C会場「データ解析講習コース」

1日目

10:00-12:00 分散分析と平均値の多重比較(仮)

橋本貴充 先生(大学入試センター)

13:00-15:00 因子分析・SEM入門(仮)

中村知靖 先生(九州大学)

15:30-17:30 学生セッション(5件)

18:00-20:00 懇親会

2日目

10:00-12:00 多重対応分析入門(仮)

足立浩平 先生(大阪大学)

参加費(事前支払／当日支払)

学生会員 ：2,000円／3,000円

学生非会員：3,000円／4,000円

一般会員 ：5,000円／6,000円

一般非会員：10,000円／12,000円

懇親会費(事前支払／当日支払)

学生会員 ：2,000円／3,000円

学生非会員：2,000円／3,000円

一般会員 ：5,000円／6,000円

一般非会員：5,000円／6,000円

事前支払い口座番号及び口座名義

十八銀行 大橋支店 普通 296662

日本行動計量学会第１２回春の合宿セミナー事務局

代表者 吉村 宰

申込方法

以下の内容をご記入の上 E-mail またはFAXでお申

し込みください。

＜宛先＞ E-mail：osamu@nagasaki-u.ac.jp

FAX：095-819-2112(共通)

１）件名：SS2009

２）所属 ３）氏名

４）連絡先(E-mailアドレスまたは電話番号)

５）会員・非会員の別

６）一般・学生の別

７）参加希望コース

８）懇親会参加の有無

なお、学生セッションでの発表を希望する方は以下

もご記入ください。

A）演題 B）概要(200字程度) C）指導教員名

※希望者多数の場合は原則先着順、ただし指導教員

の多様性を優先します。

問い合わせ先

長崎大学アドミッションセンター 吉村宰

E-mail：osamu@nagasaki-u.ac.jp

TEL：095-819-2117 FAX：095-819-2112（共通）

2009年度研究部会の募集
日本行動計量学会では、研究活動の活性化をはかる

ため、研究部会を設け、活動経費の助成を行っていま

す。研究部会には、一定地域での研究推進活動や研究

普及活動を主な目的とする地域部会、および、オリジ

ナリティーに富んだ研究成果を挙げることを目的とす

る研究グループがあります。活動経費は、地域部会に

ついては1部会上限5万円程度、研究グループは1部
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会 5 万円（採択件数は優れた研究計画若干）です。地

域部会については、都心部から東京近郊までを主たる

活動地域とする部会を考えておりません。平成21年度

の研究部会の募集を下記要領で行います。なお、採否

の審査結果は、4月初旬にお知らせする予定です。

○提出書類（下記の内容を電子メールにてお送りくだ

さい。）：

(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定者（会

員，非会員別），助成希望金額，活動予定（この順序で

書くこと）

(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加予定者

（会員，非会員別），研究計画，活動予定（この順序で

書くこと）

○応募締切：平成21年1月23日（金）必着

○送付先（問合せ先）：

日本行動計量学会運営員会委員長

菊地賢一

kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp

なお、研究部会に関する規約は Web ページ

（http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/bukai/bukai.pdf）を

ご参照ください。

会員からの寄稿

統計解析に数式はいるか？の論争

木村通治（埼玉自動車大学校）
「統計解析に数式はいるか？」の特別セッションの

問いに対して、私の回答は「いらない」と明快であっ

た（行動計量学会第36回大会。主な討論者は、狩野裕、

横田賀英子、木村邦博、山口和範、真鍋一史、丸山久

美子と私であった）。

これには猛反発を食らった。この論争をする前に、

実は「統計学は数学か？」という疑問が湧くが、これ

はここでは置いておきたい。

さて、それでは「数学が必要だ」という仮定に立て

ば、(A)誰が(B)いつ(C)数学（統計）の何を(D)どこま

でいるのか、ということが問題になる。

話はややずれるが、まるっきり文系の私は、イギリ

ス留学から帰国したときに、林知己夫先生に、同じ質

問を投げかけたことがある。林先生は、「記述的手法が

分かれば良い」という回答であった。ほっとしたこと

を懐かしく思い出す。

前の仮定に対する私なりの解は、次の通りである。

(A)文系リサーチ・ユーザーは(B)大学１＆２年の教養

課程で(C)分散分析・カイ自乗・相関係数を(D)算数程

度に理解できれば良いのではなかろうか？（異論を唱

える人もあろうが）。

それでは、なぜこのレポートを書いているのかと言

うと、文系ユーザーと理系メーカーの二者の使う『言

語』が違うからである。両者が理解できる共通の『言

語』を開発してほしい、と切に望むからである。

私のような文系は勿論、数学を勉強し直す必要があ

る。数学者は、単に数式だけではなく、もう少し文学

的に説明してほしい。喩えや練習問題や例題やグラフ

ィカル表示を盛り込んで分かりやすく解説してほしい。

最後になるが、これを機会に文系と理系の「壁」を

乗り越える研究が進むことを期待して、筆を置きたい。

鼎談：心の処方学とは「何か｣
丸山久美子 (聖学院大学人間福祉学)

今秋、｢21世紀の心の処方学―医学･看護学･心理学か

らの提言と実践―｣というタイトルの本を刊行した。本

書の出版記念を足がかりにして｢心の処方学とは何か｣

と題する鼎談会(2008･11･8)が行われた。その顛末を記

す。本書は3部構成からなっており、1部は｢生と死を

見つめる｣というもので、緩和医療学の立場から6人の

著名な研究者が執筆、第2部は｢「生と死の質を測る」

というテーマで、QOLやQOD(Quality of Death)尺度で

｢生と死｣を測定するというものである。第３部は｢心の

科学が幸福を処方する｣と題して、社会心理学関係の専

門家がこのテーマに挑戦した。つまり、医学･看護学･

心理学の3様の研究領域の研究者総勢23名が本書の執

筆に関わった。｢心の処方学｣なる名称をいかにして学

問体系の中に展開してゆく事が出来るか。ここに、い

わば｢心身処方学｣という学際的研究の趣旨を明確にす

る必要がある。この途方もない試みを行った鼎談者３

人はがん看護学、哲学･死生学、行動計量学を専門とし

ている気鋭の研究者で、活発な話し合いが持たれた。

素材は2008年 9月 28日掲載の読売新聞本社継続世論

調査｢日本人の幸福観｣の結果である。すると、日本人

は表面的には幸福を標榜しているが、内実は不幸と不

安を抱えているという実態が理解された。この調査は

1979年から5年おきに行われ、今年は6回目にあたる

が、今日に至るまで一貫して日本人の80%以上の人が自

分は幸福だと感じ、中流意識を持っている。この結果

をみれば格差問題が生じて世間が騒いでいるのがまる

で絵空事のように思える。しかし、このような表面的

な答えに首をかしげるような回答がある。｢自分が幸せ

ならばよいと考える人が多いと思うか｣という設問に

対して｢そうだ｣と答える人の割合が男女、年代すべて

ひっくるめて70%以上である。自分だけが幸せであれば

よいと考える人が多い中で自分が幸せであると認識す

ることに、現在の日本人の不幸と不安が隠されている

と読める。隣人に対して常に疑心難儀になっている日

本人の平穏な生活に、真の幸福を感じる余裕が見出せ

ない。心の処方学(心身処方学)が活躍する場がここに

散見される。
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社会調査士認定機構法人化に関して 飽戸 弘
われわれ行動計量学会も支援してきました「社会調

査士資格認定機構」が、ようやく法人化の準備が整い、

去る11月30日、如水会館にて、「社会調査協会」設立

準備総会を開催するまでになりました。

当日は、機構の理事・評議員合同委員会に次いで、

西平重喜氏（統計数理研究所名誉教授）および、清水

恵氏（前共同通信社総合選挙センター長）による「記

念講演」があり、次いで、設立総会、記念パーテーが

行われました。行動計量学会からも多くの会員が参加

しました。

2008年度日本行動計量学会第3回理事会議事録
日時：2008年8月4日（月）18:00～20:40

場所：統計数理研究所特別会議室

出席：飽戸理事長(司会)，今泉，岩崎，吉野，大津，

岡太，菊地，木村，繁桝，鈴木，南風原，馬場，林文，

前田，丸山，森，山岡，柳井の各理事，柳原，吉村の

各監事

議題

1. 前回議事録確認

第2回理事会議事録を承認した。

2. 36回大会

岩崎理事から準備状況についての報告があった。

3. 37回大会について

繁桝理事から、2009年第37回大会(大分大学)につい

て、日程を8月4日～7日(4日がチュートリアル)に決

定したい旨の大会校側の意向が報告された。

4. 各種委員会報告

編集委員会

今泉和文誌編集委員会委員長より、編集(審査)状況

についての説明があった。和文誌のJ-STAGEの2001年

以降についての電子化の対応について諮られ、進める

ことが承認された。2000 年以前の分については適切な

手順を考え、必要に応じてチームを組む等にて対応を

進めることになった。

大津欧文誌編集員会委員長から、投稿・審査状況、

通常号の発行状況および特集号の編集状況に関する報

告があった。

運営委員会

菊地運営委員長から大会時チュートリアルセミナー

について大会校と調整中である旨報告があった。

広報委員会

森委員長から、経常的活動報告があった。林理事か

らの情報で、日本マーケティングリサーチ協会の林知

己夫ライブラリーの公開が始まった旨の報告があった。

コピーも有料で可能である。将来的には電子的閲覧が

可能になるよう準備される予定である。柳原監事より

補足説明があった。

学会史編纂委員会

柳井理事から報告があった。100ページ超程の学会史

の35年記念誌の編集がほぼ終わった。大会時には希望

者に配布し、会員向けには 9 月号会報に同封する。統

計関連学会連合大会でも展示してもらう。更に電子化

も行い、Webでも閲覧可能(公開ページ)とする。

事務局

決算について19年度予算について計算ミスがあった

経緯について説明があり、総会で説明する旨の説明が

あった。予算と実績の食い違いが大きい部分について

の報告があった。会報に正誤表を含めた決算案が承認

された旨の報告を入れることになった。

吉村監事・柳原監事から監査報告があった。会計収

支については適切に行われていることが報告された。

19 年度予算案の間違いについて正誤表をきちんと作成

すべきであることが指摘され、監査報告を承認した。

柳原監事より、学会の現在の各種活動について慎重に

検討すべきという主旨の問題提起がなされ、意見交換

を行った。

続いて事務局から平成20年度予算案の概要に関する

説明があった。9月大会時までに適正に完成し理事会で

承認予定。社会調査士資格認定機構への分担金として

拠出した300万円が返還された旨の報告があった。

吉野事務局長から平成 19 年度事業報告、平成 20 年

度事業計画の各案について説明があった。次回理事会

までに各理事で補足し、大会時理事会で最終確認する。

20年度事業計画には選挙が含まれる点に留意する。

入退会希望を確認・承認した。会員数を確認した。

新入会員勧誘依頼があった。

5. 2008年度学会賞選考

村上征勝選考委員長下で、本日選考会議が開催され

て下記の会員を候補として推薦する旨の報告があった。

功績賞：杉山明子会員、優秀賞：星野崇宏会員

奨励賞：松本渉会員、岡田謙介会員

候補者への授賞が承認された。

6. その他

社会調査士資格認定機構について

機構の将来構想委員会における検討内容について、

資料に基づいて飽戸理事長からこれまでの経緯、法人

の組織構造、役員、社員および会員について、等の事

項の説明があった。このうち 3 学会と新法人の関係、

基金の拠出依頼に関する点が説明された。

統計関連学会連合

2009 年連合大会が同志社大学にて開催される。本学

会も共催学会として参加する。本学会から出す委員に

ついて岡太理事と馬場理事が調整することになった。

横幹連

今泉理事より、連合からの学会紹介関係の依頼事項

に関する対応を吉野事務局長と調整することになった。

次回理事会日程

大会時に開催する。日 時：9月3日18:00～
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会員の図書
田崎勝也著, 社会科学のための文化比較の方法－等価

性とDIF分析, ナカニシヤ出版,2008年6月

丸山久美子編著, 21世紀の心の処方学－医学・看護

学・心理学からの提言と実践, アートアンドブレイ

ン,2008年

中村博編著, マーケット・セグメンテーション, 白桃

書房, 2008年

関連学会等カレンダー
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞

☆第28回日本看護科学学会学術集会
会 期:2008年12月13日(土)・14日(日)

会 場:福岡国際会議場

福岡サンパレスホール＆ホテル

照会先:学術集会事務局(〒825-8585 福岡県田川市伊

田4395 福岡県立大学看護学部看護学科)

TEL: 0947-42-1964 FAX: 0947-42-2043

URL:http://www2.convention.co.jp/jans28

☆第19回日本疫学会学術総会
会 期:2009年1月23日(金)・24日(土)

会 場:石川県金沢市文化ホール(金沢市高岡町15-1)

照会先:運営事務局(〒920-0293 石川県河北郡内灘町

大学1-1 金沢医科大学健康増進予防医学部門内)

TEL: 076-218-8093 FAX: 076-286-3728

E-mail: jea19th@kanazawa-med.ac.jp

URL: http://www.kanazawa-med.ac.jp/~jea19th/

☆第47回数理社会学会大会
会 期:2009年3月7日(土)・8日(日)

会 場:京都産業大学

照会先:数理社会学会研究事務局(〒301-8555 茨城県

龍ヶ崎市平畑120 流通経済大学・社会学部)

TEL: 0297-64-0001 FAX: 0297-64-0011

URL:http://www.rku.ac.jp/~tsuzuki/jams.htm

☆日本オペレーションズ・リサーチ学会2009年

春季研究発表会
会 期: 2009年3月17日(火)・18日(水)

会 場: 筑波大学つくばキャンパス春日地区 (茨城県

つくば市春日1-2)

特別テーマ: 地球時代のOR(Operations Research for

the Global Era)

照会先: 実行委員会

E-mail: nc2009s@orsj.or.jp

URL：http://www.orsj.or.jp/nc2009s

☆第20回日本発達心理学会大会
会 期：2009年3月23日(月)～25日(水)

会 場：日本女子大学

照会先：学会大会ヘルプデスク(〒169-0075 東京都新

宿区高田馬場4-4-19 (株)国際文献印刷社内)

FAX: 03-3368-2869

E-mail:jsdp-desk@bunken.co.jp

URL http://www.wdc-jp.biz/jsdp/conf2009/

☆第79回日本衛生学会総会
会 期:2009年3月29日(日)～4月1日(水)

会 場:北里大学薬学部(東京都港区白金5-9-1)

照会先:総会事務局(〒228-8555 神奈川県相模原市北

里1-15-1 北里大学医学部衛生学公衆衛生学内)

TEL: 042-778-9352 FAX: 042-778-9257

E-mail: eisei79@med.kitasato-u.ac.jp

URL: http://www.med.kitasato-u.ac.jp/eisei79/

学会誌論文投稿先
学会大会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘4-1-1

多摩大学経営情報学部 今泉 忠

E-mail: imaizumi@tama.ac.jp

欧文誌:｢Behaviormetrika｣
〒153-8501 東京都目黒区駒場2-19-23

独立行政法人大学入試センター研究開発部 大津 起夫

E-mail: otsu@rd.dnc.ac.jp

日本行動計量学会会員数 (2008年11月15日現在)
正会員 905名

準会員 78名

名誉会員 7名

シニア会員 4名

寄贈会員 13名(団体)

賛助会員 22社

入会手続き
学会では新入会員を広く募っています。詳しくは、

下記までお問い合わせください。

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19

(株)国際文献印刷社内

日本行動計量学会係(担当：岸)

bsj-post@bunken.co.jp

TEL:03-5389-6209 FAX:03-3368-2822
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日本行動計量学会Webページ

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html

会員向けメーリングリスト」への登録のお誘い
会員向けメーリングリストへの登録をお願い申しあ

げます。ＭＬへの登録（削除も）はご自身で行ってい

ただきますが、簡単です。「会員向けメーリングリス

ト：登録・サービスの詳細」のページ

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.htmlに接続

して、そこの指示にしたがって行ってください。なお、

会員であることを確認するために会員番号が必要です

ので、学会からの送付物の宛名シールなどを用意して、

作業をしてください。よろしくお願いします。

会員専用ページの開始
学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報、会

員向けメーリングリストの2つのページが会員専用と

なっています。これらのページにアクセスする際には、

以下のユーザー名とパスワードの入力が必要となりま

す。ユーザー名：bsj パスワード：1973

編集後記

成蹊大学で開催された第36回大会も無事に終了し、

早くも３ヶ月が経とうとしています。書店では来年の

手帳やカレンダーが並ぶ季節になりました。本号では

恒例の大会の総括として、第36回大会の実行委員長の

成蹊大学の岩崎先生に巻頭言をお願いしました。創立

35周年記念行事としてのシンポジウム、懇親会など３

ヶ月前の大会が懐かしく思われます。次回の第37回大

会は2009年８月４日～７日に大分大学で開催される予

定です。

またこれも恒例となっております、学会賞を受賞さ

れた先生方の挨拶を掲載いたしました。お忙しいとこ

ろ快く応じていただき、ありがとうございました。

広報委員会では、会員の方が出版された本や、会員

に関係があると思われる、シンポジウム、セミナーな

どの情報を含め、会員の皆様から原稿を募集しており

ます。下記の送付先までお送り下さい。なお、編集の

都合上、発行月(3,6,9,12)の前々月の末日まで(次号

120号の場合には1月末日)にお寄せいただければ、直

近号に掲載することが可能です。それ以降に届いたも

のにつきましては、内容を判断した上で、次号に回さ

せていただきますのでよろしくお願い申しあげます。

今年も会報の発行にご協力いただきありがとうござ

いました。少し早いですが、来年も宜しくお願い申し

上げます。よいお年をお迎えください。
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学会事務局より

本会報には，平成19年度学会決算および平成20年

度学会予算の資料が同封されます。

このうち，平成19年度決算については予算作成時に

計算ミスがあったものを今年度総会で訂正のうえ承認

していたただいたものをお送りしております。


